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New diseases of Chinese chivee (Allium tuberosum Rottere)

Toshio KijiMa, Tsutomu ARIE, Osamu CHO, Mitsuo KOBAYASI, Eisuke KATAYAMA,

Kouichi HASHIDA, Masamitsu sUZUKI, Keiichi 0DA and Tokuya TEZUKA.

Summary

One species of causal bacterium and three species of causal fungi were isolated
from ill—defined plants of the Chinese chive. Characteristic symptoms were developed
the inoculation of these pathogenes to healthy plants, and then the pathogenes
were reisolated {rom the artifically inoculated plants.

One species of the fungi was identified as Fusarium oxysporum. This is the first re-
cord in Japan and named “Bulb rot of Chinese chive”

Another species was identilied as Sclerotium rolfsii. This is the first record in Japan
and named “Southern blight of Chinese chive”.

The third species was identified as Sclerotium cepivorum. This is also the first re-
cord in Japan and named “White rot of Chinese chive”.

The bacterium was identified as Pseudomonas sp. This is the first record in Japan

and named “ Bacterial basal bulb rot of Chinese chive ”.
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栃木農試研報　No．31：67〜76（1985）

ニラの新病害　乾腐病，白絹病，黒腐菌核病及び株腐細菌病＊

木嶋　利男・有江　　力＊＊・長　　　修

　小林　光雄・片山　栄助・橋田　弘一

鈴木　正光・尾田　啓一＊＊＊・手塚　徳弥

　　　　　　1　緒　　　言

　近年ニラの消費需要がますます増加する傾向

にあり，東京市場を中心とする主産県は本県を

はじめ，茨城，千葉，群馬及び高知であり，こ

れら5県で総入荷量の90％以上を占めている．

　本県のニラ栽培は，水田転作作物の好適作物

として昭和43年以降急増し，その栽培面積は，

昭和59年で350haに達し，イチゴ，トマト，

キュウリにつぐ重要な野菜になっている．しか

し，栽培が増加するにしたがい，輪作可能な田

畑が減少し，連作ほ場が多くなってきた．それ

に伴って，7〜8年前から連作ほ場を中心に，

株がわい化，株腐れ，株枯れなどの症状が発生

するようになり，栽培上問題となってきた．筆

者らは昭和54年から，発生原因を明らかにし，

的確な防除対策を樹立するため調査を行ってき

たが，発生原因として，F鵬arfロm菌による病

害1種，Solero加m菌による病害2種，

Psθu（101ηoηa5　　菌γこよる病害1種をみいだし

た．　Fusarfロm菌はFusarfum　oxyspo川m

Schlohθ’endah1と同定し，乾腐病と命名した

12）．Sc1θroεfum菌は1種をScleroεfumrofεsff

Saooardoと同定し，白絹病と命名した2）．他

※本病の一部は日本植物病理学会60年大会，59年夏期関

東部会，58年秋期関東部会，57年夏期関東部会で報告し

た．

※※東京大学農学部植物病理学研究室．

※※※旧，栃木県農業試験場病理昆虫（現，栃木県農業

大学校〉

の1種は501θro’fumceρfvorm1Bθrkθ1eyと同

定し，黒腐菌核病と命名した3）．Pseαdomo−

nas菌は，種名未同定であるが，ニラで未記載

であるため，株腐細菌病と命名した11）ので報

告する．

　　　　　1　材料及び方法

　1．病原菌の分離

　病株かん部を検鏡し，糸状菌が観察されたも

のは，塩化第2水銀1000倍液で表面殺菌後，

PDA（ポテトデキストロー寒天）培地で静置分

離した．胞子を形成したものは更に単胞子を分

離した．

　細菌が観察されたものは，70％エタノールで

表面殺菌後，ペプトン水中でま砕し，ブイヨン

寒天に画線し，単コロニーを分離し，スキムミ

ルク分散媒11）で凍結保存した．

　分離菌は無病株に有傷接種し，病徴が再現さ

れたものからは，病原菌を再分離した．

　2．病原菌の同定

　糸状菌は病原性を確認した第1表に示した菌

株について，菌糸，菌核，胞子の色，大きさ，

形態，形成方法等について，光学顕徴鏡で観察

した．また，培養温度は，φ90�oPDAプレー

トに，φ4mmコルクボーラーで打抜いた菌層を

置床し，各温度で培養し，菌糸の生育を調査し

た．

　細菌は病原性を確認した第2表に示した菌株

について行った．形態は電子顕徴鏡で観察し，

グラム反応はRyu助の方法，炭そ源の利用は

Ayersら1）の培地を用い，その他の細菌学的

性質は富永6），Cowan3），後藤ら飢ε9）によ
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